
ハイライト 

今年度から，三宅小学校同

窓会会報誌を，毎年３月に

発行することになりまし

た。 

会報誌デザインリニューア

ルにともない，会報誌の名

称を「すぎなさん」とさせ

ていただきますので，ご承

知下さい。 
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三宅小学校同窓会 会報誌 

すぎなさん 
平成１８年３月１日発行 

Vol. 1、第 1 号 

 三宅山の懐に抱かれた白亜の校舎，静
けさの中に広大なグランド，すぐそばの

すぎなさんの清流，美しくも整

備された校舎内外の施設･設備

は本当に素晴らしく，ここに学

ぶ子どもたちの幸せを感じずに

いられません。これひたすらに

地域の皆様の教育に対する温か

い愛情の賜と感謝申し上げま

す。 3,000名を越える卒業生

の皆様の足跡がしっかりと残さ

れ，今ここに学ぶ児童や職員に対して大

きな関心と期待を抱いて下さる思いに身

が引き締まるのを覚えます。 

 教育改革の渦の中にあっても，不易と

流行をしっかり見極め，時には優しく，

時には厳しく支援していかねば

と思う毎日です。学校と家庭と

地域がそれぞれの場で教育機能

を発揮し，より太い連携のも

と，たくましく健全で，命を大

切にしふるさとを愛する児童の

育成をめざし，日夜鋭意努力し

ている所です。同窓生の皆様か

らのご提言をお待ちしていま

す。会員の皆様の心の絆が一層深く結ば

れていかれますよう念じ，同窓会の益々

の発展をお祈り致します。 

ご 挨 拶                   三宅小学校長 岡本繁夫 

三宅小学校同窓生の皆さんこんにち

は，三宅小学校は今年度より，若狭町立

として，新たなスタートを切る事になり

ました。明治４５年に第１回卒

業生を送り出して以来，今日ま

で3,000余名にのぼる同窓生と

共に，立派な先人を数多く輩出

して参りました。 

小学校の幼少期における教育

こそが，明日の日本を担う大き

な力になる事は間違いありませ

ん。優しさと思いやりの心を育

んで頂ければ，目を覆いたくな

るような痛ましい事件もなくなる筈であ

ります。 

本会としては，大きな事はできません

が，三宅小学校の皆さんに何かお役に立

てる事があれば，側面的な協力は惜しま

ない心意気で盛り上げていきたいと考え

ております。 

また，同窓生間での心のつなが

りを絶やさない事も私達の努め

の１つであるとの考え方で，年

に一回は同窓会報を発刊し，同

窓生の皆さんに心の故郷“三宅

小学校”を懐かしんで頂きたい

との想いから“すぎなさん”と

名付け発刊する事と致しまし

た。ご愛読の程，よろしくお願

い致します。 

最後になりましたが，同窓生の皆さん

のご健康とご多幸を祈念申し上げ，発刊

のあいさつといたします。 

ご 挨 拶                三宅小学校同窓会長 小林和弘 



同窓生寄稿                

幸せな時間をありがとう  

松宮麻季（第６１回卒 井ノ口） 

理科が苦手で実験もきらい。走れば遅いし鉄棒もだめ，

ボールはこわい。雑巾を縫えば血みどろになるほど不器用。

偏食が激しくて給食も苦痛。そうじが始まっても食べ終わら

ずに，ガタガタと机を移動させたあとも涙目でぞうり大の鯨

カツをにらんでいた。当時もやっぱり小太りで(大太り？) 

コンプレックスのかたまりだった。友だちと遊ぶのもぎく

しゃくして暗くてぼんやりした子供だった。 

 それでも放課後はたいてい同級生と遊んだ。とはいっても

自分の集落内がほとんどで，お宮さんや毘沙門さん，自分た

ちの家のまわりでチューブとびやかくれんぼをしたり，なん

となくうろうろしていたような気がする。一度だけ勇気をふ

りしぼって天徳寺まで一人で行ったけれど，見事に家をまち

がえてみじめだったのを今でもはっきり覚えている。今の子

供たちに比べてなんと世界の狭いことか。 

 でも時間だけはたっぷりあって幸せな子供時代だった。子

供たちは子供たちの世界で遊び，夕方になると家へ帰ってみ

んなで揃ってごはんを食べた。特別な出来事や華やかなこと

はほとんどなく，毎日があたりまえの日々で一日は長く，の

どかだった。ぼんやりとした私にはのんびりすごせる最高の

日々だった。幸せな私をつつんでくれていた小さな幸せ

は･･･ひなたのにおい。ろくぼくの手ざわり。同じところば

かりこすって色のかわった腰板。端にのぼると反対側がパ

ンッとあがる目ざらの音。ちょっとだけ破れたすっぽんたび

の裏の土。大好きだったあげパンの底のカリカリ･･･ 

 いやなことももちろんいっぱいあったけどささやかな幸せ

もいっぱい心の中に残っている。年齢だけは（体格も？）立

派な大人になってしまった今，今を生きている子供たちのさ

さやかな幸せを大切にしてあげたい。そう思う。私たちがか

つてそれとなく，守りつつんで育ててもらったように。 

 

あれから３６年 

 
鹿野菊夫（第６１回卒 仮屋） 

 

 私が三宅小学校に入学した年は，東京オリンピックが開か

れた年で，卒業した年は，大阪で万国博覧会が開かれた年で

した。日本が戦後の復興を世界に示した時代でした。 

 小学校時代を振り返ってみると，５年生のとき学校が新築

され，真新しい校舎の床を何回も拭き掃除をしたことと，た

だひたすら遊んだこと，毎日がとにかく楽しかったことしか

記憶に残っていません。 

 あれから３６年，時代は移り変わり，小学生の安全も脅か

される時代となり，また一方では，情報化社会全盛でそれに

対する判断力と迅速な対応，情報の保護等が求められる時代

でもあります。 

 ところで，私は激動の昭和の時代を生きてこられたお年寄

りと毎日かかわっているなかで，教えられたことが二つあり

ます。 

 一つは，私が人間関係で悩んでいるときに言われた言葉。

「悩みが多いということは若いという証拠や。ええ薬があ

る。それは時間や。どんなことも時間の流れがやわらげてく

れる。しばらく待ってみたらええ。」と。 

 もう一つは，タバコをふかしながら昔話をしているとき，

（兄ちゃんな，人生にはみちくさが必要やで。みちくさがあ

るから進む道もわかるんや。そやけど，みちくさにもええの

と悪いのがある。ええみちくさをしいや。ええみちくさやっ

たかどうかは最後まで生きてみないとわからんで。）と。 

 この二つの言葉は，私にとって毎日の生活のなかで自分自

身の励みとなっています。 

 ２１世紀を担う子供たちが，時間のありがたさとみちくさ

の大切さを学びながら成長していってほしいと願っていま

す。    
 
 



 和室用クーラー配備 
 

平成１７年度の同窓会予算

で，三宅小学校１階の和室

に，クーラーとカーテンを

配備していただきました。

和室は，学校関係の会議や

児童の学習に主に利用して

います。敬老会等の地区の

諸行事にも利用されている

部屋ですが，夏季でも快適

に使用できる環境になりま

した。 

三宅小学校   Gallery                

           園芸クラブ  

     農作業体験学習  

         校内体育大会  

平成１７年度 三宅小学校 同窓会 決算報告 
収入の部   

項目 金額 備考 

前年度繰越 853,857    
平成１７年度会費 118,800  300円×396人 
平成１７年度卒業生入会金 14,000  500円×２８人 
雑収入 7    
      

  986,664    

   

支出の部   

項目 金額 備考 

事務費 945    

同窓会会報 44,190    

和室用エアコンディショナー・

カーテン 
519,450    

会議費 4,850    

同窓会会誌発行積み立て金 400,000    
      

  969,435    

   

残金17,229円は,次年度に繰り越します。  

   

 平成18年2月14日  

三宅小学校 同窓会長 小林和弘 

    親子ふれあい学級  



 

三宅小学校ホームページ 

 
同窓会会報誌は，三宅小学校ホームページでも配信し

ています。県内外でご活躍の皆様には，ホームページ

よりダウンロードしてご覧いただきたくよろしくお願

いします。（会報誌は，ＰＤＦ形式アップロードして

あります。） 

同窓会事務局住所 
〒９１９－１５４２ 
福井県三方上中郡若狭町井ノ口４９－１１ 

三宅小学校内 

電話 : 0770-62-0005 
FAX : 0770-62-0038 
電子メール :  

miyake-es@edu.town.wakasa.fukui.jp 

三宅小学校同窓会 会報誌 

Web サイトもご覧ください 
http://www.hokuriku.ne.jp/miyake-s/main/ 

編集後記 
 例年になく大雪に見舞われた長い冬も

終わりに近づき，ようやく春が感じられ

る今日この頃です。 
さて，従来は同窓会誌と併せて１０年

余りに１回発行しておりました三宅小学

校同窓会の会報誌ですが，「ハイライ

ト」にもありますとおり，今年度から

「すぎなさん」の名称で毎年３月に発行

することになりました。 
卒業されてから半世紀以上経つ方々か

ら，平成時代の卒業生まで，毎年届く

「すぎなさん」を通して母校「三宅小学

校」に思いをはせていただければ幸いで

す。また，会報誌に対するご意見、ご感想などがありましたらどし

どしお寄せください。お待ちしております。 
最後になりましたが，会員の皆様のご健康とご活躍をお祈り申し

上げます。 
                    平成１８年３月吉日 

 

三宅小学校同窓会 会報誌 編集委員 

・山本博美（仮屋区理事 第60回卒） 
・松宮 亨（井ノ口区理事 第67回卒） 
・桧鼻幹雄（同窓会幹事） 

 ・谷口文代（同窓会幹事）  

皆様の近況等，お便り頂ければ次回よりご紹介いたします。 

すぎなさん 
ここ数年のＰＴＡ奉仕作業で整備され

ました。 

平成１７・１８年度 三宅小学校同窓会 役員名簿 

     

  氏名 地区名 氏名 地区名 

会 長 小林和弘 日笠   

副会長 前田 勉 井ノ口 岡本繁夫 学校（校長） 

理 事 

塚本 稔 仮屋 井ノ口晴丈 井ノ口 

山本博美 仮屋 三木利夫 天徳寺 

石田久美子 若王子 河原 真 天徳寺 

玉井忠誠 三宅 橋本誠一 神谷 

玉井守夫 三宅 橋本孝一 神谷 

勢馬富男 市場 塚本孝夫 日笠 

植田 寛 市場 宮田幸平 日笠 

松宮 亨 井ノ口 山本清勇 あじさい自治区 

幹事 桧鼻幹雄 学校（教頭） 谷口文代 学校（事務職） 

 

各地区の理事の任期は２年間，あじさい自治区は１年間です。平成１７年９月の

役員理事会で，平成１６年度まで同窓会長をおつとめいただきました三木宏明さ

ん（天徳寺）が退任され，新同窓会長に小林和弘さん（日笠），同窓会副会長に

前田勉さん（井ノ口）が選任されました。 


